小さな モ ー パッ サンの 短篇 集 を 抉 に 入れて 英語の 

先生からの 帰り、 くれて ゆく 春の 石垣の ほとり を 歩き 

ながら 辰 子 はお かしく つ てなら なか つ た。 

今日なら つて 来た 所の、 フラン チェスカ とい ふわけ 

の わからない 女が、 "what does in 〔# 「ヒ」 は ママ〕 

mattertome?" と、 "Notatall" 以外に、 なに 事 もい 

はず、 常に 怒って ゐる のか、 真面目に なって ゐる のか 

わからな いやうな 態度と 表情 をして ゐる のが、 を かし 

くって ならなかった。 

そして 彼女が 嫂の 態度に 対する 不満と 自分 を あはれ 

むかな しさと が、 すっかり そのお かし さの なかに 入つ 



こうして、 友 だち と 廊下から 廊下へ 黙って 歩く の は、 

彼女た ちの 長い間の くせであった ので、 彼女 は そのく 

せに よって、 いつのまにか 歩いて た。 そして 運動場の 

窓際の 椅子まで 来て、 腰 を 降ろした。 

辰 子 は、 もはや うれしい ことで もなんでも 〔# 「なん 

でも」 は 底本で は 「なんで 匕 なくなった。 話さなければ 

ゐられ なくなった。 

『あのね』 彼女 は、 もう 一 度 注意 を 引いた。 

『山 口さん、 一 一 三日う ちに 若い 国語の 先生が 入ら つ 

しゃ るんで すつ て。』 

彼女 は、 まだく 云 ひたい ことがあ るの を ひかへ て、 



先生が 自分の 嫂さん になる の だ。 辰 子の うれしい こと 

は、 そのこと であった。 

『え、、 それ は』 彼女 は 息 ごんで 云 ひかけ たが、 友 だ 

ちが それに 対して、 あまり 興味 を 持って ない の を 見て 

辰 子の 内心の 力 はち > まって しまった。 

で 何げ なく、 『きっとい、 先生に 違 ひない わ』 と 云つ 

た。 

辰 子 は、 その 先生が 自分の 兄と 婚約の ある 人 だとい 

ふ 事 を、 人に 云って はならない と、 家の人から 云 はれ 

てゐ た。 それで 彼女 は、 それ 以上 云 ふこと が 出来ない 

で、 疲れた やうに 黙った。 「なんにも、 あなたに は 解ら 



ない のね。 私の うれしい ことなん か、 一 つも わからな 

いのね。 その 人が いまに 私の 嫂さん に、 なる 人なん で 

すって。 そして、 私 は 二三 度 その 人 を 見た ことがある 

んだ わ。 名前 は 森 本った 子、 森 本った 子」 辰 子 は、 そ 

んな事 を、 口の 中で 繰り かへ して ゐた。 そして 彼女の 

心の なかで は、 どうしても、 その 人に ついて、 自分の 

知って る、 小さな、 さま，^ の 断片 を 誰れ かに 話した 

くて ならなかった。 

二日の のち 森 本 先生 は、 彼女 だち 生徒に 紹介され た。 

そして、 うす 黒い 筒袖の 着物 を 着て、 引つ めた 束髪 を 

結って 三十す ぎた 片意地 そうな、 先生 だち にの み教へ 



られ た、 彼女 だち に は、 その 若い 先生が どんなに、 物 

珍ら しかった か 知れなかった。 前髪 も ゆるく、 大きく 

たもと 

出して ゐた。 着物 も 紫の 抉の 長いの を 着て ゐた。 若 

どうけい 

い 彼女 だち は、 みな 憧憬の 瞳 を 輝かして、 新ら しい 先 

生 を 見た。 そして、 自分 だち の 若い 心が のびのび とそ 

の 先生 の 心に と、； A き、 生長す る h J とが 出来る だら うと 

期待した。 彼女 もまた、 そう 思った。 しかし ひそかに、 

森 本 先生が 生徒 だち に 讃美され なか つ たら、 どうしゃ 

うと、 辰 子 は 気づかった。 そして、 それから 常に、 そ 

の 気づかい を 持って、 彼女 は 登校す る やうに なった。 

森 本 先生 は、 彼女の 方の 国語 も、 作文 も受 持った。 



そのうちに、 誰れ から ともなく、 森 本 先生 は、 辰 子 

の 嫂さん になる とい ふ 評判が、 学校 中に 開が つた。 そ 

して 今まで 辰 子の 前で 森 本 先生の 悪口 を 云った 友 だち 

も、 驚いた やうに それ を さけた。 辰 子 は それから ひそ 

かに、 只 一人 教室の 出入り をした。 そして、 辰 子が な 

にげなく、 友 だち の 方に 歩いて 行く 時、 必ず それ 等の 

友 だち の 話し は 中止され てゐ た。 

辰 子 は、 そうい ふ 時、 かなしみに 堪 へないで 黙って 

引かへ した。 そして、 誰れ を 恨んで い、 かわから な 

かった。 勿論、 森 本 先生 を 自分の かなしみ に対して 恨 

む 気に は、 なれなかった。 森 本 先生 は 〔# 「森 本 先生 は」 



は 底本で は 「森 田 先生 は 匕、 けっして 悪い 人で はない と 

思った からだ。 

けれども、 彼女 は 森 本 先生が 自分の 方の、 学校に つ 

とめた 事 を 悲しんで、 自分の 方の 学校に さへ つとめな 

ければ、 うれしい 時が 過され たらう し、 お 友 だち とも 

気が、 リ なしに、 親しんで ゐられ たに 相違ない。 

彼女 は、 よく 一人で かなしみながら、 静かに 廊下 を 

歩いた。 誰れ か > 言葉 をが けたなら その 人に すっかり、 

すがって しま ひたい やうな 心で 歩いた。 そんな 時、 思 

ひがけな く 森 本 先生に 逢って、 辰 子 は 思 はず 赤い 顔 を 

した。 そして 微笑す る 間もなく、 森 本 先生 は 黙って ゆ 



考 へて は、 嫂の 部屋の 前で まよった。 彼女 は、 自分が 

学校に ゐる 時から 嫂 を 信じて ゐ たこと が、 間違 ひで な 

かったら うかと 考 へた。 なぜ 嫂の ことば かりに、 執着 

して 自分 は 恐れ かなしんで ゐ るの だら うかと 考 へた。 

彼女に は、 みえが あった。 いかなる 事に 対しても 嫂 

を 悪く 云 ふまい、 憎く まぬ とい ふので あった。 自分が 

初めて 信じた こと をと ほして、 どんな 嫂で も 親しまね 

ばなら ない 〔# 「ならない」 は 底本で は 「ならなら ない 匕 

とい ふので あった。 彼女に は、 意地が あった。 彼女 は、 

その 意地 を 通す ことが 出来ない ので、 不安であった。 

しかし、 彼女 は、 日が たつに 従って ゆるやかに 嫂 を 



はなれて 見た。 そうして ゐる うちに 嫂に 対して、 かな 

しみ や 恐れより は、 おかし さの 方が 先に 立って 来た。 

そして 辰 子 はすぐ に フラン チェ スカ のこと を 思 出して ■ 

一人で 笑った。 少し は、 おかしい 事 も 笑 ひたい こと も 

ありそうな もの を、 いつも- (^真面目な 顔 をして、 自 

分ながら、 おかしくて ならない だら うかと 考 へた。 

彼女 は、 もはや 嫂の 真面目な 顔、 強い 足音 を 聞いて 

も、 恐怖ば かりで なくなった。 瞬間の 恐怖に ついで 不 

安のお かし さが 入りみ だれて 来た。 かなし さは、 淡く 

な つ て 彼女 を考 へさせる こと をし なか つ た。 

若い 彼女の よろこび や、 うれし さは、 また 遠く 外に 



けて あった 歌の 下句 を 思 出して ゐ るからで あった。 彼 

女 は 淡い 恐怖の 心 を 持って 見た。 しかし、 青白い 兄の 

顔に は 黒子が 一 つもなかった。 

辰 子 は、 もはや 自分の 心で 嫂を考 へまい と 思った。 

嫂 は、 いつまでも 冷たく 真面目に すまして ゐた。 

(推定 • 大正 四 年 作 • 発表 誌 不明) 
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